
沖縄県史　各論編８　女性史　構成

1 総   説 総論　沖縄女性にとっての近現代 宮城　晴美

2 第1章 近世琉球の女性像 渡辺　美季

3 コラム① 人骨からみえる女性の暮らし 土肥直美

4 第２章 婚姻制度と女性たち 山城　彰子

5 第３章 墓と神主にみる女性の帰属 福地　有希

6 コラム② おもろさうし、琉歌にみえる女性 照屋　理

7 第4章 女性史からみた薩摩と琉球の関係 真栄平房昭

8 第１章 貢納する女たちとその後 小野まさ子

9 第２章 明治期の辻遊郭の諸相 麻生　清香

10 コラム③ 尚家の女性たち 由井　晶子

11 第３章 「家」制度の導入と「良妻賢母」教育 宮城　晴美

12 コラム④ 女子教育と職業　初等教育から実業補習学校へ 平良　次子

13 第４章 近代における祭祀の変容 粟国　恭子

14 第１章 「読む女・書く女」の出現 勝方＝稲福恵子

15 コラム⑤ 新垣美登子論 仲村渠麻美

16 コラム⑥ 戦後世代の女性作家たち－新しい表現の模索 由井　晶子

17 第２章 モダンガール現象と女たちの新しい卓越感覚 伊藤　るり

18 コラム⑦ 芸能と共に生きた近代沖縄の女性たち 生垣　美羽

19 第３章 琉球舞踊における「女芸」の成立と展開 波照間永子

20 第１章 移動する沖縄女性―ハワイ・フィリピンをめぐって 飯島真理子

21 第２章 南米への女性移民―ペルー・ブラジル・アルゼンチンを中心に 新垣　安子

22 第３章 台湾・南洋群島における移植民経験 松田ヒロ子

23 コラム⑧ 戦争花嫁としての沖縄人女性 沢岻　悦子

24 第４章 関西圏の女性たち 仲間　恵子

25 コラム⑨ 戦後八重山への出稼ぎ 粟国　恭子

26 コラム⑩ 関東に出てきた女性たち 勝方＝稲福恵子

27 第１章 差別からの“脱却”と「内なる日本化」 納富　香織

28 第２章 日本軍「慰安婦」と沖縄の女性たち 高里鈴代

29 コラム⑪ 「慰安婦」問題の継承 玉城福子

30 第３章 沖縄戦とジェンダー 謝花　直美

31 コラム⑫ 引揚げ と女性―フィリピン引揚げを中心に 新垣　安子

32 第４章 「ひめゆり」をめぐる語りの戦後史 仲田　晃子

33 第１章 敗戦直後の女性の経済活動 上地　聡子

34 コラム⑬ 米軍占領下における家政学教育 小碇美玲

35 第２章 「国民指導員計画」における女性たち 豊見山和美

36 第３章 女たちにとっての性産業 小野沢あかね

37 コラム⑭ 基地依存と女たちの労働 小野沢あかね

38 第４章 公衆衛生看護婦と沖縄の保健衛生 川崎　道子

39 コラム⑮ 戦争孤児をめぐる女性の福祉活動 山内　優子

40 第１章 戦後沖縄の女性と政治 若林　千代

41 第２章 生活改善・新生活運動の展開 戸邊　秀明

42 コラム⑯ 沖縄教職員会と女性教員 高橋順子

43 第３章 土地闘争と女たち 鳥山　淳

44 第４章 「家族計画」と女たち 澤田　佳世

45 第１章 「国際婦人年」 と「うない」の再発見 　宮城晴美　

46 第２章 トートーメー継承と女性 波平エリ子

47 第３章 軍事主義と性暴力 秋林こずえ　

48 第４章 長寿社会と介護の実態 山城　紀子

49 コラム⑰ 「日本一」の表象と現実 澤田　佳世

50 第５章  沖縄のエスニックネットワーク 野入　直美

51 コラム⑱ 異郷における沖縄アイデンティティ 野入　直美
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第三部 　女たちの新しい表現

第四部   女たちの移動経験

第五部  皇民化とジェンダー

第六部    刻印される米軍支
配　  ‐生活・労働・性

第七部　 米軍統治とヤマト化
のはざまで

第八部　  「うない」の再創造
‐アメリカへの問い・ヤマトへ

の問い・沖縄への問い

第一部    王国時代以前（前
近代）の女性をめぐる諸相

第二部  　ヤマト化のなかで

執筆者部
章

コラム
 タ イ ト ル

1 / 1 ページ


